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L〆j

ヤ

ン
． 
ボ

ダ拘

ン

と

近

世

史

長

世帯

士
口

プ
ロ
ケ
の
第
二
回
三
部
曾
ハ
一
五
八
八
〉
が
、
宗
教
内
鋭
時
期
に
「
新
強
制
の
政
治
を
生
み
出
さ
う
＆
す
る
」
重
要
な
怠
味
を
も
っ
と
と
を
、

一
フ
シ
ケ
は
そ
の
『
フ
ラ
ン
ス
史
』
第
一
容
の
特
に
一
節
に
記
し
て
ゐ
る
。
第
｝
回
の
プ
ロ
ア
一
一
’
一
部
曾
ハ
一
五
七
六
）
は
、
資
は
こ
の
新
健
制
の
椿

想
の
端
緒
で
あ
る
。
恰
か
も
優
れ
た
法
皐
者
に
じ
て
ト

p
a
ン
ト
公
曾
議
使
節
ま
た
バ
ル
ル
Y

Y
議
長
そ
し
て
宰
相
と
な
っ
た
ミ

y
a
ル
・
ド

の
惨
事
を
経
験
し
、

－
ロ
オ
ピ
ク
ル
明
m

し
た
後
三
年
の
と
と
で
あ
る
G

絞
が
「
政
治
家
黛
」
ハ
句
旬
忠
弘

g
3
E
E
g
m）
O
民
の
創
始
者
と
し
て
4
y
y

パ
ル
テ
ル
ミ

「
と
の
恐
怖
の
自
の
記
憶
を
消
し
亡
せ
」
と
設
き
な
が
ら
、
憂
悶
じ
て

フ
ラ
P
一
フ
ン
狂
信
徒
そ
の
他
の
混
刷
協
に
鈎
し
て
、

授
し
た
そ
の
反
政
は
、
明
か
に
と
の
第
一
回
プ
ロ
ア
一
一
一
部
舎
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
ジ
ヤ
ン
・
ポ
グ
ン
が
堂
々
と
宗
較
鞍
宇
の
非
を
論
じ
、

宗
教
信
仰
拡
寛
容
政
治
色
と
る
立
訟
を
論
じ
た
の
は
、
こ
の
第
｝
回
プ
ロ
ア
三
部
曾
で
あ
る
0

．
然
し
と
れ
い
り
党
準
の
言
論
は
、
速
い
管
の
と
の

熱
狂
の
世
態
K
は
全
く
著
し
い
特
例
と
し
て
顧
み
ら
れ
る
。
シ
ヤ
ル
ル
九
世
玉
は
年
若
く
脊
悩
の
た
め
に
授
し
、
次
の
ア
ン

P
一
一
一
世
は
借
ジ
ャ

ッ
タ
圃
グ
レ
マ

ν
に
暗
殺
さ
れ
た
。
唯
ロ
オ
ピ
ク
ル
の
遺
志
、
或
は
恐
ら
く
は
ボ
ダ
ン
の
宮
口
論
は
、
ア
y
n
y
回
世
大
王
の
改
宗
政
治
に
あ
主
づ

げ
ら
れ
る
だ
げ
で
あ
る
oa
ロ
土
ピ
ク
ル
の
遺
作
と
グ
ィ
ル
マ
シ
の
そ
D
健
記
と
は
未
見
で
あ
る
が
、
岬
也
、
の
研
究
は
恐
ち
く
ア
ン
ザ
四
世
宗
較
政

策
の
指
針
を
明
か
に
す
る
も
の
が
品
ら
う
。
ボ
グ
シ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ち
う
が
、
む
し
ろ
ロ
オ
ピ
ク
ル
と
ア
ン

P
回
世
と
の
髄
係
を
主
．
乏

し
て
見
る
の
が
受
賞
で
あ
ち
う
。
プ
ロ
ア
山
一
一
部
曾
以
前
広
、
ユ
グ
ノ
オ
攻
態
は
一
フ
・
ロ
シ
ぉ
ル
港
及
び
サ
シ
セ
ー
ル
市
錨
麗
で
行
は
れ
J

惨
惑

な
も
の
で
あ
っ
た
J

ま
た
「
紳
翠
同
盟
」
が
ギ
イ
ズ
侯
の
も
と
に
組
立
て
ら
れ
、

h
E
波
と
一
紳
聖
同
盟
、
決
ど
品
グ
ノ
オ
の
三
者
が
互
に
殺

L
金

円
一
回
刊
号

Mg〉
。
ハ
窓
呉
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・
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a
R
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密
の
庄
の
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R
T
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ハ
宮
山
岳
広
島
思

ふ
悲
惨
と
無
政
府
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で
あ
る
（
却
・
の
き
日
仲
間

R
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目
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号
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H
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M
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忠
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S
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念

切

HOMP
広
三
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Q
o
m口
出
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宮
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中
・

JH倍。
5
巴
P
5
0
含
宮
山
の
VOH
民

O
H・出。宮山
g
o
c．問。
ω立
S
H〉

と
の
十
六
世
紹
の
昔
。
ジ
ャ
ン
・
ポ
ダ
ン
を
私
の
近
世
史
研
究
の
上
に
記
念
す
る
の
は
、
ロ
オ
ピ
ク
ル

O
場
合
と
は
全
く
一
臭
っ
た
意
味
。
上

一一

で
あ
る
ハ
出

gユ
出
向
昌
弘
江
口
ω耳切－
M
o
g
∞
。
弘
吉

2

8ロ
件
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SHUω
・
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－円－

E
g－
－
ロ
オ
ピ
ク
ル
の
業
値
観
一
は
ナ
シ
ト
宗
教
勅
令
ハ
一
五
九
八
）
に

照
し
て
意
味
深
く
観
察
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
シ
の
業
績
は
、
私
の
近
世
史
研
筑
の
上
に
、
一
二
百
年
を
隔
て
て
そ
の
顕
著
な
ま

た
意
味
深
い
提
案
を
の
と
し
て
ゐ
た
こ
と
が
、
私
に
は
回
顧
さ
れ
る
。
同
時
に
こ
の
私
の
回
顧
も
ま
た
一
つ
の
提
案
で
あ
り
、
同
好
の
人
の
進

ん
だ
研
究
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
が
ノ
ッ
チ
ン
グ
シ
大
事
論
文
紀
要
の
う
ち
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
－

Y

ユ
ミ
ツ
ツ
『
ジ
ャ
ン
・
ポ
ダ
ン

に
於
け
る
園
家
と
穀
曾
』
に
一
部
分
こ
の
私
の
提
案
の
窓
に
関
す
る
記
諮
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
ボ
ダ
シ
思
想
の
理
論
研
究
で
あ
っ
て
、

被
の
文
化
史
上
の
地
位
殊
に
近
世
史
と
の
関
係
に
及
ん
で
ゐ
な
い
。
（
己
尽
く
－

cα
窓
口
向
。
♂
〉
ぴ
『
o
z
a
g
M
m
o
p
国
民
F
M
q
h
k
p
同
誌
品
切
の
即
日
四
時
Nw

m
g
m－
件
ロ
ロ
仏
関
山
円
。
HHOσoMHomg
切。門出口－

FMUN・
H
也一

wuv

ボ
ダ
ン
が
近
代
の
歴
史
事
或
は
歴
史
背
患
の
都
民
連
に
先
脱
者
の
地
位
を
も
つ
こ
と
は
何
人

aも
知
っ
て
ゐ
る
こ
と
ず
あ
る

m，
o
a
z
g
回目

ω件。江
mw円
ロ
自
の
O間口目立
o
p
o
g切
5
0
0〉
。
と
の
有
名
な
著
作
を
通
じ
て
更
に
ご
股
に
勝
れ
た
吋
エ
プ
グ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
（
の
色
宮
内
宮
山
口
g

ハ伊向。仲町。【凶ロ
ωω
【凶

出。匂
g
u
H
O
B
q
g
v

ハ
七
信
仰
者
の
曾
談
〉
を
以
っ
て
彼
が
歴
史
識
は
展
に
於
け
る
調
和

S
R
5
0口
問
。
弓
笠
宮
内
ロ
ろ
を
指
示
む
し
ろ
暗
示
し

た
こ
と
の
大
き
さ
と
掌
と
さ
と
は
、
彼
の
篤
誠
な
ん
一
部
教
信
念
、
そ
れ
は
「
懐
疑
主
義
的
」
カ
ト

p
ツ
ク
思
想
或
は
「
紳
秘
主
義
い
信
仰
或
は
ま

た
カ

F
ク
ス
ト
「
習
合
主
義
」
に
類
し
た
顔
る
不
確
定
な
漠
然
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
闘
争
」
な
E
と
は
地
ふ
ぺ
く
も
な
い
歴
史
護

、
展
の
理
念
を
掲
げ
て
近
祉
を
毅
へ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。
歴
史
は
調
和
で
あ
る
。
吾
等
も
吾
等
の
先
進
も
、
少
く
も
長
年
月
。
歴
史
ノ

の
考
察
と
研
究
と
の
後
に
遣
す
る
オ
ル
ガ
ノ
ン
に
こ
の
調
和
の
ポ
ダ
ン
を
思
ふ
と
と
切
り
で
あ
る
。
彼
は
意
識
し
て
か
或
は
意
識
せ
守
し
て

か
、
と
の
歴
史
後
展
の
性
格
を
明
記
し
或
は
説
越
し
て
は
ゐ
な
い
。
然
し
と
の
性
格
に
沿
っ
て
考
察
さ
れ
た
彼
の
宗
毅
上
越
び
に
政
治
上
の
所



＼
論
が
、
三
百
年
後
四
近
世
史
拡
提
案
と
し
て
残
さ
れ
た
こ
と
’
を
見
る
の
は
、
い
か
に
も
奇
異
で
あ
り
ま
た
蓮
命
的
で
も
あ
り
興
味
深
き
と
と
と

程
球
思
ふ
o
F
、
ロ
イ
ゼ
ン
は
そ
の
歴
史
事
原
論
の
う
ち
に
ポ
グ
ジ
と
レ
ヲ
シ
ジ
グ
と
を
臆
史
肇
構
成
の
先
・
哲
に
教
へ
て
ゐ
る
が
＝
フ
品
、
タ
ザ
ー
は

そ
の
修
史
犠
史
の
う
ち
に
ボ
ダ
ン
に
つ
い
て
徐
り
に
少
く
述
べ
て
ゐ
る
。
了
解
し
難
い
と
と
で
あ
る
。
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「
ェ
プ
グ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
も
『
民
意
調
論
』
ハ

F
S
∞
町
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巴
司
S
己

O
U
関
守
口

F
Eロ0
・
M
a叫
O
V

も
と
も
に
ポ
ダ
ン
の
経
験
の
結
論
で
あ
る
こ
と

は
、
一
部
か
ら
知
ら
れ
る
ご
と
で
、
さ
き
に
記
し
た
グ
ヅ
チ
ン

F
Y
犬
蟻
シ
為
ミ
ヅ
ツ
の
記
し
て
い
ふ
諮
り
で
あ
る
。
新
欝
橋
波
の
民
自
挙
態

と
こ
れ
に
関
連
一
し
た
政
治
的
園
際
関
係
の
混
乱
支
離
滅
裂
の
間
に
立
っ
て
、
と
の
篤
信
者
の
苦
憶
が
大
著
作
を
生
み
出
し
、
プ
ロ
ア
一
ニ
部
舎
の

高
論
を
残
せ
し

b
た
と
と
は
一
露
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
ハ
民
自
骨
信
号
。
。
し
か
し
こ
の
政
治
哲
皐
者
の
面
目
は
賀
は
孤
濁
静
観
の
治

活
。
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
。
敏
悦
一
一
フ
l
y
ハ
戸
川
ち
ろ
で
残
す
る
ハ
一
五
九
六
〉
ハ
ナ
ン
ト
宗
教
勅
令
前
二
年
〉
以
前
に
魔
法
部
と
枇
曾
b
L
論
b
た

こ
と
ハ
ロ
0
5。ロ。
5mw口問。

agmCM1一見
0
2〉
ハ
未
見
〉
、
し
か
も
と
れ
ら
言
論
に
謝
す
る
世
評
が
般
を
無
一
脚
論
者
と
す
る
ま
で
に
護
っ
た
こ
と

は
、
彼
が
終
始
思
索
の
論
理
に
様
底
し
て
ゐ
た
ζ

と
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
或
は
カ

F
ク
ス
ト
脅
合
主
義
及
び
延
い
て
ヤ
コ
プ
・
ス
ペ
ナ

ア
敬
度
主
畿
の
先
際
的
思
想
で
あ
っ
た
と
と
を
も
考
へ
さ
せ
る
。
そ
れ
は
線
て
一
貫
し
た
調
和
の
思
想
に
統
合
さ
れ
る
。
調
和
は

ω乱
立
意
向
W

向日ぬ

が

ぎ

5
3
5］
宮
に
油
巴
、
宗
教
的
に
も
表
現
さ
れ
唱
更
に
政
治
的
に
も
表
現
さ
れ
る
。
宗
較
家
と
し
て
の
ポ
グ
ン
は
同
時
に
政
治
論
者
と
し

て
の
ポ
ダ
ン
で
あ
り
，
宗
較
的
政
治
思
想
、
政
治
的
宗
較
思
想
、
或
は
事
在
む
大
き
な
溶
合
、
関
家
の
更
に
一
位
曾
の
不
可
絞
な
一
理
由
で
も
あ

る
。
『
品
プ
グ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
は
同
時
に
『
民
意
観
論
い
と
も
怠
る
の
で
あ
る
。

被
が
で
一
プ
グ
プ
ロ
メ
レ
ス
」
の
う
ち
に
描
い
た
も
の
は
、
様
々
に
異
っ
た
信
較
の
む
し
ろ
形
式
。
上
の
も
の
が
、
そ
D
各
々
に
於
け
る
基
本
的

な

Q
S合
言
与
も
む
と
考
へ
ら
れ
る
一
つ
の
翼
理
念
。
ュ

sm〉
に
到
濯
す
る
遁
程
で
あ
る
。
と
の
基
本
的
真
理
広
於
て
『
品
プ
グ
プ
ロ
メ
レ
ス
』

紘
一
致
す
る
。
そ
こ
に
和
曾
と
問
調
と
が
生
守
る
。
然
し
彼
は
そ
の
民
避
の
何
た
る
か
を
知
ら
う
と
す
る
の
で
た
く
、
ハ
ロ
向
。
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基
本
に
一
向
つ
て
の
努
力
、
そ
れ
は
決
し
て
・
宗
教
的
自
由
寛
容
の
如
き
む
し
ろ
臨
践
的
な
受
動

Q
g
aユ広畑ロ
o
S
F
e
α
広
告
9
岡
・
）
と
解
緯
す
ぺ
き
も
の
で
な
く
、
官
に
大
遣
を
歩
む
精
紳
で
あ
る
－
O

『
品
プ
グ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
を
皐
に

億
数
抗
争
の
形
勢
に
艶
す
る
自
由
寛
容
の
軟
示
と
見
る
の
は
1

歴
史
論
に
於
け
る
伎
の
騒
史
認
織
の
根
元
と
し
て
の
調
和
一
鰻
の
観
念
。
主
張

を
省
み
ざ
る
も
の
陀
等
し
い
ー
。
「
品
プ
タ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
ハ
一
八

0
0年
代

に

は

じ

め

て

知

ら

れ

た

）

と

『

陸

史

論

』

ハ

一

五

六
六
）
と
の
著
作
年
時
の
考
控
如
何
に
関
せ
示
、

に
超
越
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

四
（玄
2

H

M

。
き
る

一
貫
せ
る
ポ
グ
シ
の
思
想
は
、

一
は
物
語
り
と
な
り
一
は
論
理
と
な
っ
て
、
時
代
の
粉
配
事

ボ
ダ
シ
の
理
想
は
完
全
国
減
法
信
教
的
世
俗
間
即
ち
信
敬
も
世
俗
に
資
し
世
俗
も
信
較
に
献
や
ノ
る
一
躍
の
上
に
あ
る
。
帥
恨
の
生
涯
と
業
績
と

は
一
、
に
と
の
理
想
に
議
さ
れ
て
あ
る
。
信
教
分
裂
の
悪
態
は
銃
定
事
賓
と
し
て
彼
も
亦
認
め
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
は
一
吉
へ
、
そ
れ
を
所

、
請
受
動
に
於
て
自
由
寛
容
す
る
に
あ
き
た
ら
や

J

し
て
、
能
動
と
も
言
ふ
べ
き
大
遣
に
於
て
信
教
世
俗
的
海
一
、
そ
れ
は
伎
に
と
り
で
営
然
に
キ
9

ス
ト
較
的
な
も
の
で
あ
り
し
か
も
基
本
的
露
理
を
以
っ
て
無
機
融
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
信
験
的
海
一
に
し
て
同
時

に
世
俗
的
海
一
に
到
達
し
ゃ
う
と
す
る
。
伎
は
『
エ
プ
タ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
の
賢
明
暢
濯
な
信
教
者
と
、
多
衆
信
穀
即
ち
何
等
か
の
信
教
圏
鎧

そ
し
て
た
ま
た
ま
園
民
一
般
の
借
較
に
反
す
る
も
O

ハ
8
三
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．MV
ω
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小
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M一
山

円

以

戸

H
O〉
、

円
凶

d
n
o
H
C
M
J

日
ぴ
日
仏
・
〉

と
の
一
見
別
を
見
て
ゐ
る
が
、
結
局
は
後
者
も
ま
だ
前
者
の
、
如
く
な
る
ぺ
し
と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

自
由
寛
容
の
所
謂
「
受
動
」
は
こ
れ
を
達
成
し
う
る
大
遣
で
は
な
く
そ
の
途
上
で
あ
り
、
ポ
グ
ン
の
意
の
あ
る
と
こ
る
で
は
な
い
。

関
論
』
陀
彼
が
異
端
者
に
封
ず
る
君
主
の
寛
容
政
冷
を
勧
誘
し
カ
D
強
制
を
戒
し
め
て
ゐ
る
の
は
、
そ
れ
が
た
ピ
自
由
寛
容
論
が
多
く
文
欝
復

興
期
に
見
え
て
ゐ
る
類
の
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
論
と
七
倍
論
か
ら
一
貫
す
る
思
想
に
撲
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
勿
論
か

の
フ
ロ
レ
ン
ス
の
君
主
論
者
の
サ
ル
カ
ス
ム
ス
と
は
縁
遠
い
誠
賞
な
信
殺
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
、
決
し
て
プ
ロ
フ
ァ
ン
な
も
の
で
は

『
民
意

な
い
。



『
エ
プ
グ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
の
鯵
り
は
即
ち
そ
れ
を
，
一
貫
し
た
性
格
と
傾
向
と
の
要
黙
は
、
ポ
グ
ン
に
と
り
て
「
そ
の
後
。
世
界
で
は
人
々
は
去
に

驚
く
べ
き
ま
た
隼
き
同
意
と
和
合
の
う
ち
に
生
活
し
た
。
何
の
論
議
も
そ
こ
に
は
宗
教
事
情
に
闘
し
て
起
ら
な
か
っ
た
」
と
と
で
あ
る
ハ
出
。
匂

gz

U
H
0
8
2
2〉
。
絞
は
こ
れ
を
古
代
キ
リ
ス
ト
教
の
調
和
に
比
し

τ強
調
し
て
ゐ
る
官
。
n

g
件
gHM岡山
O
E
ω
g
m
R
P
A
g
o
ω
窓
口
件
。

ω
g
a宮

内同
o
v
o
p
p
oロ
託
・
〉
。
翼
の
宗
教
の
探
求
は
線
て
の
封
立
と
差
混
と
を
超
越
し
て
、
ギ

p
ス
ト
較
の
翠
寵
も
マ
ホ
メ
ツ
ト
較
の
天
惑
も
ユ
ダ
ヤ
教

の
啓
示
も
、
皆
悉
く
調
和
さ
れ
党
る
絶
鈎
翼
理
の
う
ち
に
統
合
さ
れ
る
。
ス
ペ
ナ
ア
が
多
様
の
う
ち
の
一
様
（
回
見
出
符
山
口
ぐ
宮
田
色
。
を
説

い
た
も
の
よ
り
は
、
”
そ
れ
は
一
居
に
溶
和
し
流
通
し
無
碍
佑
し
た
理
想
境
で
あ
る
。
ポ
グ
シ
は
歴
史
の
認
識
に
闘
す
る
可
能
に
し
て
最
高
の
明

確
性
を
も
っ
と
こ
ろ
の
、
教
養
あ
る
個
性
θ
無
給
透
明
の
宗
教
性
を
記
し
て
ゐ
る
が

Q
P
5
0舌
ω
包
可
・
国
’

C
し
）
、
と
れ
は
つ
ま
り
『
エ
プ
グ

プ
ロ
メ
レ
ス
』
の
鯵
局
の
理
想
境
と
相
通
守
る
も
の
で
、
即
ち
彼
の
調
和
D
精
紳
に
由
る
も
の
に
外
な
ち
な
切
。
決
し
て
便
宜
的
な
現
賞
即
醸
の

J
‘
 

打
算
の
芳
重
で
あ
る
と
考
へ
で
は
な
ら
な
い
。
若
し
「
エ
プ
グ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
と
臆
史
論
よ
り
は
頗
る
現
実
的
具
象
的
な
『
民
意
図
論
』
に
つ
い
て
、

彼
の
所
設
が
営
時
の
宗
較
的
政
治
事
態
に
躍
と
た
便
宜
上
の
も
の
で
あ
る
や
う
に
観
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
正
に
綬
の
翼
賓
の
静
観
沈
思
に
出
た

理
想
の
調
和
一
躍
を
見
の
が
し
て
ゐ
る
も
の
と
曾
ふ
と
と
が
出
来
る
。
民
意
図
の
調
和
は
「
宗
波
が
そ
れ
を
銭
感
す
る
に
不
可
能
で
あ
り
或
は

困
難
で
あ
る
ほ
E
に
強
大
で
あ
る
と
も
、
も
し
岡
家
に
害
を
輿
へ
或
は
危
険
で
な
け
れ
ば
、
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
の
場
合
君
公
に
と
り

最
も
望
ま
し
き
こ
と
は
、
賢
い
航
海
者
の
如
く
、
嵐
の
中
を
進
ん
で
巧
み
に
風
を
さ
げ
つ
つ
、
全
く
救
ひ
得
、
ぬ
す
ぺ
て
の
難
破
を
ひ
き
起
さ
ぬ

と
と
で
あ
る
」
ハ
ロ
o
U
同小
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E
g
u
g時0
・
SAVFmp仲

Z
S
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g
E

岡弘

ω官
SHwhuoa尺即日
ω
同

mw円。宮口
Pω
向
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四
件
。
ωロ
ωO
円凶
dHWJ
ロ
mw民円相
w向
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ロ
ロ
山
qmgoH・v，s

と
の
『
民
意
図
論
」
の
一
節
は
ハ
民
意
図
論
第
三
書
》
）
チ
グ
ノ
オ
封
策
に
つ
い
て
圏
家
の
安
寧
秩
序
を
維
持
す
る
目
的
を
以
っ
て
有
用
的
ハ
プ

ジ
ヤ
ジ
・
ポ
ダ

Y
E
近
世
史

:Fi. 



ジ
ヤ
ジ
・
ポ
ダ
ン
左
近
世
史

六

ラ
グ
マ
テ
ィ
ク
）
に
誘
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ユ
グ
ノ
オ
堅
迫
を
非
と
す
る
寛
容
政
策
を
述
べ
た
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然

し
ポ
グ
ン
の
意
は
明
確
に
『
品
プ
グ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
宏
一
貫
す
る
完
全
な
調
和
で
あ
っ
て
｝
決
じ
て
翠
な
る
寛
容
政
策
の
説
明
で
は
な
く
、
ま

た
猪
さ
ら
に
将
来
を
期
待
す
る
暫
定
の
意
見
で
は
な
い
。
ロ
オ
ピ
グ
ル
宰
相
を
は
じ
め
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
グ
，
ン
ト
と
を
一
緒
に

し
た
政
治
家
黛
の
政
治
意
見
は
、
員
前
の
惨
濃
た
る
混
飢
に
艶
嘉
す
る
た
め
の
、
信
設
の
寛
容
ま
た
信
較
に
基
く
政
一
様
の
寛
容
を
明
か
に
し
、

た
し
か
に
嘗
時
の
反
目
惜
惑
の
無
秩
序
を
救
は
う
と
す
る
意
見
即
ち
時
代
に
先
だ
っ
意
見
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
に
は
ロ
オ
ピ
グ
ル
の
如
く

既
成
の
事
賞
を
眼
前
に
認
め
て
或
は
将
来
を
ガ
9
カ
品
ス
ム
ま
た
は
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
統
ご
払
期
待
し
免
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
他

に
は
や
む
を
得
ざ
る
一
時
の
卒
静
を
翠
に
希
望
し
た
も
の
も
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
ロ
オ
ピ
ク
ル
の
政
策
の
意
味
は
賞
に
将
来
の
期
待
巳
存
在

し
た
の
で
あ
る
ハ
匂
円
・
。
h
W
C
H

氏。
F
F
O
窓口
ω

制
収
勅
令
に
附
帯
し
た
俊
一
件
一
が
エ
グ
ノ
オ
信
較
地
の
限
定
を
も
っ
た
こ
と
に
参
照
さ
れ
る
。
さ
き
に
迷
ぺ
た
ロ
オ
ピ
ク
ル
と
ア
ン

p
回
世
と
の
関

係
の
上
の
私
の
考
は
、
こ
れ
に
悶
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
無
神
論
者
と
し
て
ポ
ダ
ン
が
営
時
人
に
非
難
さ
れ
る
ほ

E
、
刊
誌
ダ
ン
は
時
流
の

円
出
官
件
。
可
。
）
。
ア
ン
リ
四
世
・
大
王
の
政
策
ま
た
こ
の
範
園
を
出
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ナ
ン
ト
宗

一
般
を
超
越
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
故
に
彼
の
意
見
は
宗
毅
信
仰
上
の
自
由
寛
容
を
超
越
し
、
宗
数
政
治
上
。
政
治
的
自
由
寛
容
を
超
越
し
た

理
想
の
調
和
に
容
在
し
た
。
労
作
で
お
る
歴
史
論
も
、
大
著
で
わ
る
民
意
盟
論
も
、
ボ
ダ
シ
を
知
る
上
に
は
、
震
に
『
エ
プ
タ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
に
及

ぽ
ざ
る
第
二
位
。
も
の
で
あ
る
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
。
ジ
ャ
ン
・
ポ
ダ
ン
の
篤
信
な
宗
教
家
た
る
姿
も
、
誠
賞
な
理
論
家
た
る
姿
も
、
更
に
純

一
翼
な
理
想
の
人
た
る
そ
の
姿
も
こ
の
名
蓉
「
ェ
プ
タ
プ
ロ
メ
レ
ス
』
に
淳
び
出
る
の
で
あ
る
。
被
が
文
化
史
上
の
特
異
の
地
位
は
と

L
に
こ
そ

見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
三
百
年
を
隅
て
た
近
世
に
、
伎
の
業
績
の
意
味
を
考
へ
得
る
と
と
も
こ
れ
に
あ
る
o
さ
て
近
世
に
於
げ
る
彼
の
遣
業
は
、
政

較
分
離
の
衆
運
に
、
ま
た
近
世
ロ

l
y
問
題
解
決
の
動
向
に
、
彼
が
そ
の
思
想
の
震
い
扉
を
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
聞
い
た
毘
は
分
離
で

も
な
く
寛
答
で
も
な
く
、
賞
一
に
調
和
一
倍
の
そ
れ
で
あ
る
0

・
彼
と
モ
ン
テ

l
ニ

ミ

彼

と

？
i

ア
と
の
関
係
パ
根
に
継
ぐ
後
世
の
連
繋
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
に
記
越
す
る
儀
白
が
な
い
。
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Jean Bodin et: le temps moderne 
par Dr. Hisayoshi Choh 

Michel d。 I’Hδpital, 1’担ustre homme d’Etat du 16e siecle, etait le 
celebre Conseiller au roi Charles IX et au Parlement de Paris de Ia 
poltique tolerante pour Ies Huguenots. -Trois ans apr色s sa mort, eロ1576,
Jean Bodin (153(.).,....-1596) avait adressるaux premiers etat-generaux de 
Blois,,.. sa discussion d’un proJet de loi sur Ia tolるration reJigieuse. L'u I l 

et l'autre, mer工1bres_du
constante,. distingue parmi !es poli-ticiens et les savants contemporains ， 
notamment sur la relation des a旺a1res politics-religieuse. Mais, Bodin 

るtait II seule, qui surpa.sse tout Ies mem bres du Parieme1:1t de sa_ ぬるorie
et de sa idee, parcequ'ilるtait · ni un adversaire · de politique d’intolerance 
ou ni un homme qui accepte convenablement de fait accompli. On aurait 
connaitre qu’ii etait tout a fait un 叫philosoplie” plein de I’idee de 
Harmonie spirituelle, si I'on aura1t remarquer sincerement sur tout ce 
que ce honnete ecrivain voulait dire de ses oeuvras，“Methodus” et ''De 
la Reロublique”，surtout de sa "Colloquium Heptaplomeres''. Ainsi done, 
Jean Badin est le precepteur classique de l'idee de l'harmonie, non 
seulement une tolerance mais l'harnionie, iI y a trois cent ans, . de Ia 
theorie de D岳・etablissement et de "Ia conclu�ion de Ia Question ro:tnane 
de !'Europe· rnoderne. 
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